
海洋漁業科学館 中期経営目標 取組状況（平成２８年度） 

 

中期経営目標（実施期間 Ｈ２７～Ｈ２９） 

②  入館者を３年間で５％増加させます。 

② 利用者アンケートによる満足度は、引き続き９５％以上を維持します。 

③ 利用者１人当たりの一般財源投入額を３年間で５％削減します。 

 

１ 中期経営目標の進捗状況 

測定指標 
基準値 

（H25） 

実績値 

（H28） 

目標値 

(H29) 

① 入館者数 ６,２０６人 ６,２５９人 ６,５２０人 

② 利用者アンケートによる満足度 ９２％ ９７％ ９５％以上 

③ 利用者一人あたりの一般財源投入額 ５０９円 ４９０円 ４８４円 

 

２ 平成２８年度における主な取組内容 

(1) 施設の利用促進及びサービス（満足度）向上に向けた取組 

  ① 入館料の無料化 

これまで、高校生以上は入館料２００円（団体利用は１６０円）を徴収してきました

が、平成２７年度からは無料としました。無料化については、奥能登地区の「道の駅」

や「国民宿舎」、のと里山海道の高松パーキング等において掲示するチラシ、地元能登町

においては、広報紙（町内全世帯配布）への掲載に加え町内の回覧板において周知を図

りました。また、金沢市及び周辺小学校（７７校）へ案内文書を送付し金沢方面からの

利用者増を図りました。 

② 他の機関等との連携 

のとじま水族館、のと里山空港（クリスマスイベント）に加え、新たにイカす会（能

登町小木地区）に参加し、海藻しおり工作等の出張教室を開催し当館の PRを行いました。 

③ イベント等の開催 

通常の工作教室に加え、夏休み期間中に親子による帆掛け船工作、貝殻ローソク工作

等の工作体験教室を開催した他、「コイをすくってみよう」「ヒラメを放流してみよう」「ア

ユを捕まえてみよう」等実際に魚と接しながら魚の知識を学ぶイベントを開催しました。 

 (2) 施設運営の効率化に向けた取組 

       節電・節水等の経費削減により、効率的な施設運営に努めた結果、前年度同様基準年に

対し約１５％の施設管理費が減少しました。（H25年度比△548千円） 

 

３ 平成２９年度における取組内容の見直し等 

  従来の魚類とのふれあいや知識を学ぶイベントに、「海藻」や「エビ」なども加え充実を図

ります。 

また、引き続き他の機関との連携による出張工作教室や当館のホームページによるイベント

等の迅速な情報提供を進めるとともに、県ホームページのイベントカレンダーへの情報提供や、

能登町広報誌への情報掲載を新たに行いながら、ＰＲの強化による利用促進を図っていきます。



参考資料 

１ 施設の利用状況 

(1) 利用指標（利用人数、稼働率などの状況） 

指標 H25 H26 H27 H28 備考（増減理由等） 

利用者数 6,206人 5,932人 6,178人 6,259人 企画展の開催数の増加 

 

２ 収支の状況                            （単位：千円） 

 H25 H26 H27 H28 

歳出 

職員費 4,698 4,738 3,657 3,627 

施設管理費 3,587 3,546 3,017 3,039 

工作教室開催費 42 13 39 30 

計 8,327 8,297 6,713 6,696 

歳入 

入館料 469 456 0 0 

国庫補助金 0 0 0 0 

一般財源 7,858 7,841 6,713 6,696 

計 8,327 8,297 6,713 6,696 

 

３ 利用者１人あたりの一般財源投入額 

 H25 H26 H27 H28 

一般財源投入額（千円）① 7,858 7,841 6,713 6,696 

 職員費を除いた額（千円）①’ 3,160 3,103 3,056 3,069 

利用者数（人）② 6,206 5,932 6,178 6,259 

利用者１人あたりの一般財源投入額(円) 

① ÷② 

1,266 1,322 1,087 1,070 

 職員費を除いた額(円)①’÷② 509 523 495 490 

 


